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国の補助金活用し、物価高での市民生活負担軽減へ

　五條市議会の養田全康は、市議会６月定例会の一般質問に
登壇し、ライフワークとして取り組んでいる子育て支援や教
育の充実について市の考えをただしました。また同定例会で
は食料品や生活用品をはじめ、さまざまな物価高に対する国
の補助金を活用して、今年度に生まれる市内の新生児95人
（見込み）へ一律５万円を支給することや、給食費の食材高騰
の保護者負担を避けるための施策などを可決しました。

　食料品や生活用品をはじめ、さ
まざまな物価の高騰が市民生活

を厳しいものにしています。これを
受けて市では国の物価高対策補

正予算１億５３２０万円を活
用し、市民生活の負担を軽
減する施策をまとめ、これ
を市議会６月定例会で審
議しました。
　令和４年４月１日から令
和５年３月31日まで、今年
度に生まれる市の新生児
は95人が見込まれていま

す。この子どもたちと保護者に対
し、今年度一律５万円を給付する
ことを決め、事業費計４７５万円の
予算を可決しました。
　そのほか、食料品の価格高騰
を受け、教育、保育現場の給食食
材も厳しい状況になっています。
つくねやミートボールなど練り製品
を多用するなど、工夫をしていた
だいていますが、児童・生徒や保
護者からは改善の要望が私の元
に多数寄せられていました。
　これらの声を届け、子育て支援

　市議会７月臨時議会では、国
の新型コロナウイルス感染症対
策の地方創生臨時交付金を活
用した、市民の皆さまの生活を支
えるための補正予算案を審議
し、可決しました。物価高対策とし
て市内の事業所で使用可能な
地域振興券を一人５０００円分交
付することが決まりました＝表参
照。
　地域振興券は、市民生活と市
内事業所の支援を目的に発行し

　また、マイナンバーカードを新規
取得（令和３年12月以降）した人
を対象に、地域振興券を３０００円
交付することや、子ども食堂の活
動の維持を図るため、食材高騰
分の支援、マイナンバーカードを

取得した65歳以上の高齢者が
スマートフォンを購入する歳の補
助（上限２万円）、福祉車両や路
線バスの燃料高騰への支援など
が補正予算に組み込まれ、市議
会はこれを可決しました。

として、市立小中学校や市内の私
立保育園の給食費を補助し、高
騰する給食費が保護者負担につ
ながることのないよう、１３７９万３００
０円を投じて、現行の給食費負担
の水準を守ることを決めました。
　また、国の新型コロナウイルス
対策の交付金を活用し、豪雨や
台風、大型地震などの災害時、市
内各避難所での新型コロナのク
ラスター感染を防ぐため、抗原検
査のキット９００回分を配備するこ
とになりました。

ます。市民一人当たり５０００円を
交付し、このうち１０００円分は、市
内の飲食店で使うことが限定さ
れています。

新生児へ一律５万円を支給

物価高対策へ一人５０００円分の地域振興券交付

地 域 振 興 券 事 業
マイナンバーカード取得奨励事業
福祉関係事務所へ燃料高騰支援事業
路 線 バ ス 燃 料 高 騰 対 策 事 業
子 ど も 食 堂 支 援 事 業
シニア世代スマホ購入支援事業
中小企業経営力向上支援事業

市内の事業所で使用可能な振興券１人５,０００円分交付。1,000円分は市内飲食店限定
令和３年12月以降に新規取得した人に地域振興券3,000円を交付
車両１台につき1万円を支援
路線バス「五條城戸線」の運行事業者に燃料高騰分を支援
食料高騰分を支援
マイナンバー所持の高齢者にスマホ購入の一部を補助　　　補助率１/２　上限２万円
コロナ禍で売上２割減対象。キャッシュレス決済導入など支援　補助率１/２　上限15万円
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非常用の食料や資材などを保管している防災強化棟




